
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

立入 高良（たちいり たから）

アザトース
アザトース

UGNチルドレンC

17

救済

魔術結社の一門

憎悪

仲間の死

高校2年生

男

37

恩人（UGN）

2
0
6
0

0
0
1
0

0
1
0
1

2
1
7
1

31
9
9
14
28

6
1 1

UGN 1

カノモノノケモノ
　@100-

ＲＣ
ＲＣ

7r+6
7r+6

10
12

侵蝕4/コンセ+彼方より/判定ダイス+[受けているバッドステータスと永続的狂気の数]

0 0

超血統（憎悪と狂気の宴）
熊のぬいぐるみ

UGN
シナリオ：堺井涼香

執着
連帯感
信頼

恐怖
隔意
悔悟

コネ：UGN幹部

2 1

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：アザトース

冒涜的存在

彼方より

ニトクリスの鏡

憎悪と狂気の宴

精神覚醒

★

0

3

1

5

5

7

★

-

1d10

2

-

2

3

4

2

オート

気絶時

メジャー

常時

メジャー

オート

セットアップ

メジャー

視界

-

-

至近

至近

視界

視界

視界

シーン

自身

-

自身

単体

単体

単体

効果参照

自動

自動

シンドローム

-

RC

-

-

自動成功

-

↓100

-

-

-

80↑

憎悪/120↑

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv（下限7）

恐怖を除くすべてのバッドステータスの効果を受けず、すべてのメジャーアクションダイスを+[受けているバッドステータスと永続的狂気の数]できる/侵蝕率基本値+3

攻撃力:+[Lv*2]の射撃攻撃

自分が攻撃によりダメージを受けた直後、同じダメージを攻撃者に返す/上限[Lv*10]点/シーン1回

対象がそのラウンド中に受けるすべてのHPダメージを+[Lv*3]/対象に対してバッドステータスの憎悪を得る

任意のキャラクターひとりに、言語を無視してテレパシー的に意思疎通を行うことができる

ルーツ：ニャルラトホテプ
変異暴走：憎悪…通常のバッドステータスの効果に加えて以下の効果を受ける
あなたは暴走を受けている間、なんらかの攻撃によって1点でもHPダメージを受けた場合、バッドステータスの憎悪を受ける。
憎悪の対象は攻撃を行ったキャラクターとなる。

～～～

ある魔術結社の一門に生まれ、当然のように魔術師たちの中で育った高良だが、魔術の才能はなかった。
故に、生かされてはいるが知識も与えられず、誰からも関心を持たれない存在だった。
それでも彼は気にしなかった。魔術など興味がなかったからだ。
一般的な子供の成育環境とは程遠い場所に置かれたために何事にも興味関心が薄く、そんな状況が異常だとは思いもしなかった――十年前のあの時までは。

熊のぬいぐるみを持った同い年くらいの女の子が、名状しがたきものに襲われている。
今まで感じたこともなかった感情が高良の中に芽生えた。それは、言うなれば『守りたい』という思いだった。
しかし彼には魔術など使えない。初めて、無力感を覚えた。力が欲しいと思った。
……頭の中で誰かが囁いたような気がする。おまえは幸運だ。おまえは手にしたのだ、おまえの願いを叶える力を。
おぞましい力を帯びた彼は、瞬く間に化け物を叩き潰したが――高良が聞いたのは、賞賛の声ではなく金切り声だった。
女の子は恐慌状態に陥り、やがて高良の中から這い出てきたモノに食われて跡形もなくなった。

今にして思えば、か弱き幼子があの圧倒的なまでの狂気に抗えるはずがない。
『守りたい』などという感情も狂気が見せた泡沫の夢なのだろう。
女の子を襲ったのも、高良に力を与えたのも、『ニャルラトホテプ』の化身だ。
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